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2013年度政府予算案は、 12年度補正と合わせ、 115カ月予算」とも呼
ばれる。大規模な財政出動に景気回復の期待は高まるが、重点、は公共

事業や成長分野の企業支援、防衛費などに置かれ、生活保護の支給総

額を減らすなど厳しく切り詰めた面もある。増額は適正か。必要な予

算が自IJられてはいないか。さまざまな視点で予算案を検証した。
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青山学院大学長

仙波憲ーさん(62)

「論点」は毎月第3水曜日掲載

補
正
新A
首長
語せ
巴100
F兆
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2
0
1
3年
度
政
府
予
算
案

は
、
一
般
会
計
の
総
額
が
但
兆

6
1
1
5億
円
で
過
去
最
大

級
。
日
兆
円
を
超
え
る
ロ
年
度

補
正
予
算
と
合
わ
せ
た
「
日
カ

月
予
算
」
は
1
0
0兆
円
を
上

成
長

ヘ

従
来
型
の
予
算
と
代
わ
り
映
え
上
向
き
の
好
循
環
が
悪
く
な
っ
た

し
な
い
感
じ
が
す
る
。
防
衛
費
や
時
に
備
え
、
美
一
ち
っ
と
修
正
で
き

公
共
事
業
費
増
額
は
旧
来
の
自
民
る
シ
ス
テ
ム
を
準
備
し
て
お
く
べ

党
の
復
活
を
印
象
づ
け
る
。
「復
興
き
だ
。
構
造
的
、
持
続
的
に
生
産

・
防
災
」
「
成
長
に
よ
る
富
の
創
性
を
確
隼
9
る
仕
組
み
が
必
要
で

出
」
「
暮
ら
し
の
安
心
・
地
域
活
あ
り
、
そ
の
礎
と
な
る
の
が
予
算
。

性
化
」
の
3
本
柱
に
重
点
配
分
し
今
回
な
ら
ば
「
成
長
に
よ
る
富
の

た
と
さ
れ
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
創
出
」
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

は
「
成
長
に
よ
る
富
の
創
出
」
だ
。
現
在
の
好
循
環
を
生
み
出
し
て

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
短
期
的
に
は
い
る
、
日
銀
に
よ
る
異
次
元
の
金

い
い
が
、
非
常
に
綱
渡
り
の
経
済
融
政
策
と
は
ど
ん
な
も
の
か
。
従

政
策
で
あ
り
、
い
っ
た
ん
パ
ラ
ン
来
は
金
利
を
動
か
す
こ
と
で
お
金

ス
を
崩
し
た
時
に
ど
う
な
る
か
不
の
量
を
制
御
し
て
き
た
。
水
道
に

安
が
あ
る
。
円
安
・
株
高
で
景
気
例
え
れ
ば
、
蛇
口
を
閉
め
る
こ
と

ワ
mm
又
雪
E
1
4
K叩
J

こ

/
む
争
ま

ν
E
一
之
ノ

p
-

が
金
利
を
高
く
す
る
こ
と
だ
。
今
政
策
を
資
金
面
か
ら
支
援
す
る
形

は
蛇
口
を
め
い
っ
ぱ
い
聞
き
、
水
に
な
っ
た
ら
大
問
題
だ
。

が
出
っ
ぱ
な
し
。
そ
の
上
で
、
不
好
調
な
時
期
に
こ
そ
、
生
産
性

足
し
て
い
る
貯
水
池
を
増
や
し
、
を
高
め
る
規
制
緩
和
や
新
し
い
投

さ
り
に
水
道
管
も
太
く
し
よ
う
と
資
を
促
進
喜
る
政
策
が
求
め
ら

い
う
の
が
、
異
次
元
の
金
融
政
策
れ
る
。
そ
の
た
め
の
予
算
が
大
事

だ
。
し
か
も
、
黒
田
総
裁
は
2
年
で
あ
り
、
「
成
長
に
よ
る
冨
の
創

聞
は
継
続
す
る
と
約
束
し
た
。
出
」
に
は
大
賛
成
だ
。
成
長
の
要

今
、
人
々
は
安
心
し
て
日
本
の
因
は
機
械
、
労
働
者
、
技
術
。
古

国
債
を
買
っ
て
い
る
が
、
一
番
心
く
な
っ
た
機
械
を
更
新
し
新
し
い

配
な
の
は
、
昧
を
し
め
た
政
府
が
技
術
を
取
り
込
む
投
資
が
必
要
で

債
券
を
発
行
し
て
日
銀
が
こ
れ
を
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
安
全
な
ど

引
き
受
け
、
財
政
赤
字
を
賄
お
う
新
分
野
も
開
拓
し
な
け
れ
ば
な
ら

と
す
る
こ
と
。
金
融
政
策
が
財
政
な
い
。
人
材
育
成
や
年
配
者
か
ら

若
者
へ
の
技
術
の
移
転
も
大
切
。

新
技
術
を
生
み
出
す
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
に
も
金
を
使
う
べ
き
だ
。

も
う

一
つ
重
要
な
の
は
、

2
年

間
で
物
価
上
昇
2
%の
目
標
達
成

後
に
傭
ぇ
、
出
口
政
策
を
準
備
す

る
こ
と
だ
。
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
示

し
、
し
っ
か
り
と
工
程
表
を
示
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

復
興
予
算
に
つ
い
て
は
財
源
を

捻
出
し
て
や
っ
て
い
る
が
、
新
し

い
ま
ち
.
つ
く
り
ゃ
地
方
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
に
な
る
も
の
が
打
ち
出
さ

れ
て
お
ら
ず
、
国
民
か
ら
は
見
え

づ
ら
い
。
地
方
を
大
事
に
す
る
視

点
に
お
い
て
も
、
自
に
見
え
る
形

で
復
興
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。

せんぱ・けんいち 高崎市大橋町生まれ。高

崎高ー青山学院大経済学部一同大大学院経済学
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前県社会福祉協議会長

宮下智満さん(69)県建設業協会長

青柳剛さん (63)

回
る
規
模
に
な
っ
た
o

m年
度
予
算
案
の
新
た
な
国

債
発
行
は
ロ
年
度
当
初
予
算

に
比
べ

3
・
1
%減
の
必
兆
8

5
1
0億
円
。
民
主
党
政
権
の

「
必
兆
円
枠
」
を
守
り
、
財
政

規
律
に
配
慮
す
る
姿
勢
を
示
し

た。
歳
出
総
額
は
、
当
初
予
算
で

み
る
と
日
年
度
を
上
回
り
こ
れ

ま
で
で
最
大
。
た
だ
、
ロ
年
度

予
算
に
基
礎
年
金
の
国
庫
負
担

社
会
保
障
に
明
快
さ
を

受
給
者
は
全
国
に
2
1
5万
人
以
れ
、
受
給
者
は
減
る
。
こ
れ
は
公
は
保
険
料
を
払
っ
て
も
、
将
来
十

上
お
り
、
過
去
最
多
と
な
っ
た
。
約
に
掲
げ
た
こ
と
で
、
そ
れ
を
実
分
に
年
金
を
も
、
h
J
え
ず
損
を
す
る

働
け
る
年
齢
な
の
に
、
仕
事
が
見
行
し
て
国
民
の
支
持
を
得
て
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

っ

か

ら

な

い

受

給

者

が

多

く

、

社

る

。

こ

れ

は

負

担

と

給

付

が

明

確

に

な

会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
不
正
な
た
だ
し
、
生
活
保
護
は
近
代
民
っ
て
い
な
い
か
ら
だ
。
自
動
車
保

受
給
が
摘
発
さ
れ
る
ケ
l
ス
も
あ
主
国
家
が
す
べ
て
の
人
に
認
め
る
険
が
と
て
も
い
い
手
本
に
な
る
。

り
、
制
度
へ
の
不
信
を
招
い
て
い
「
生
存
権
」
の
根
底
の
部
分
で
あ
加
入
者
は
い
く
ら
負
担
し
、
事
故

る

。

る

。

本

当

に

生

活

に

困

っ

て

い

る

の

と

き

に

い

く

ら

給

付

さ

れ

る

か

国
は
こ
う
し
た
矛
唐
や
不
信
に
人
が
肩
身
の
狭
い
恩
い
を
し
た
よ
く
理
解
し
、
納
得
し
て
支
払
つ

応
え
て
生
活
保
護
の
予
算
を
減
ら
り
、
生
存
権
を
お
び
や
か
さ
れ
た
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
明
快
さ
が

し
、
そ
の
一
方
で
公
共
事
業
費
を
り
し
な
い
よ
う
に
、
丁
寧
に
検
証
生
活
保
護
に
も
、
年
金
に
も
求
め

増
や
し
た
。
経
済
の
復
活
な
く
し
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ら
れ
て
い
る
。

て
は
福
祉
の
財
源
は
な
い
し
、
景
国
民
は
年
金
制
度
に
も
不
安
と
医
療
や
介
護
の
制
度
に
も
、
国

気
が
回
復
す
れ
ば
雇
用
が
生
ま
不
信
を
抱
い
て
い
る
。
若
い
世
代
民
の
不
満
が
く
す
ぶ
る
。
叩
;
日

国
は
2
0
1
3年
度
か
、
り
3
年

間
か
け
て
、
生
活
保
護
の
予
算
を

7
4
0億
円
減
ら
す
。
都
市
部
の

夫
婦
と
子
ど
も
2
人
の
4
人
世
帯

の
場
合
、
同
年
度
の
生
活
扶
助
費

は
幻
万
円
か
、
り
却
万
円
前
後
に
引

き
下
げ
り
れ
る
見
通
し
だ
。
額
に

汗
し
て
働
い
て
も
こ
の
額
よ
り
低

い
所
得
の
人
が
い
る
の
に
、
生
活

保
護
受
給
者
が
多
く
の
お
金
を
も

、
旬
、
え
る
の
は
矛
盾
し
て
い
る
と
い

う
声
が
強
ま
っ
た
こ
と
と
、
物
価

が
下
が
っ
た
こ
と
が
要
因
だ
。

こ
と
し
1
月
時
点
の
生
活
保
護短
期
的
な
増
減
や
め

国
の
公
共
事
業
費
は
加
年
近
く

減
少
傾
向
に
あ
り
、
ピ
ー
ク
時
か

ら
半
減
し
て
い
た
が
、

2
0
1
3

年
度
予
算
で
よ
、
つ
や
く
増
加
に
転

じ
た
。
ま
ず
は
歓
迎
し
た
い
。

矯
額
の
理
由
の
一
つ
は
、
東
日

本
大
震
災
や
中
央
道
笹
子
ト
ン
ネ

ル
の
崩
落
事
故
だ
ろ
う
。
ま
だ
ま

だ
国
土
は
肱
輯
。
補
強
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
建
物
や
、
点
検
し

な
け
れ
ば
な
、
り
な
い
道
路
の
構
造

物
は
多
い
。
そ
の
こ
と
に
政
府
が

前
向
き
に
な
り
、
国
民
も
理
解
を

示
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

分
を
加
え
た
額
に
比
べ
る
と
約

3
千
億
円
縮
小
し
、
実
質
7
年

ぶ
り
の
減
額
予
算
に
な
る
。

昨
年
ロ
月
の
衆
院
選
で
政
権

交
代
が
あ
っ
た
影
響
で
予
算
編

成
は
越
年
、
政
府
が
予
算
案
を

閣
議
決
定
し
た
の
は
1
月
四
日

に
ず
れ
込
ん
だ
。
ロ
年
度
内
の

予
算
成
立
は
困
難
と
な
り
、
政

府
は
一
般
会
計
歳
出
が
過
去
最

大
の
日
兆
l
8
0
8億
円
と
な

利
益
と
コ
ス
ト
と
の
比
率
だ
け

で
は
測
り
き
れ
な
い
価
値
も
あ

る
。
例
え
ば
国
道
げ
号
の
群
馬
、

新
潟
県
墳
に
あ
る
三
国
ト
ン
ネ

ル
。
老
朽
化
し
て
お
り
、
早
期
に

新
し
い
ト
ン
ネ
ル
を
掘
り
直
さ
な

い
と
、
大
規
模
災
害
が
起
き
た
途

端
に
関
東
と
新
潟
が
分
堕
」
れ
て

し
ま
う
。
こ
う
し
た
公
共
重
吾
、

ビ
ル
の
非
常
階
段
の
よ
う
な
も

の
。
日
常
の
使
わ
れ
方
だ
け
で
な

く
、
非
常
時
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機

能
も
評
価
す
べ
き
だ
。

公
共
事
業
費
増
額
に
は
景
気
対

る
印
日
間
の
暫
定
予
算
案
を
編

成、

3
月
四
日
に
成
立
し
た
。

同
年
度
予
算
案
は
4
月
同
日

の
衆
院
本
会
議
で
自
民
、
公
明

両
党
の
賛
成
多
数
で
可
決
、
参

院
に
送
付
さ
れ
た
。

5
月
日
日

に
参
院
本
会
議
で
採
決
さ
れ

る
。
野
党
多
数
の
参
院
で
否
決

さ
れ
て
も
、
憲
法
の
衆
院
優
越

規
定
に
よ
り
同
日
中
に
成
立
す

る。

て

策
と
い
う
側
面
も
あ
る
が
、
こ
れ

に
は
問
題
点
も
あ
る
と
思
う
。
確

か
に
建
設
業
は
す
そ
野
が
広
く
、

予
算
を
増
や
せ
ば
景
気
は
回
復
す

る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
あ
る
時
は

景
気
回
復
を
目
的
に
増
額
さ
れ
、

あ
る
時
は
財
政
再
建
を
理
由
に
減

ら
さ
れ
た
の
で
は
た
ま
ら
な
い
。

特
に
こ
こ
数
年
の
減
額
は
顕
著

で
、
建
翠
束
界
は
筋
肉
質
ど
こ
ろ

か
、
骨
と
庚
だ
け
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
予
算
や
仕
事
量
を
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
の
よ
う
に
上
下
セ
」
せ
る
の

で
は
な
く
、
階
段
の
よ
う
に
一
段

一
段
積
み
上
げ
て
い
っ
て
ほ
し

建
毒
素
者
は
若
手
を
採
用
で
き

ず
、
技
術
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
。
土
木
施
工
管
理
技
士
の
半

数
は
叩
代
以
上
だ
。
凶
年
後
に
は

技
術
者
が
半
聾
9
る
か
も
し
れ
な

い
。
建
設
と
は
、
人
の
手
に
よ
る

も
の
づ
く
り
だ
。
そ
の
担
い
手
を

急
に
増
や
し
た
り
、
減
ら
し
た
り

で
き
な
い
。
右
肩
上
が
り
で
な
く
、

横
ぱ
い
で
も
い
い
の
で
、
叩
年
、

初
年
先
ま
で
安
定
し
て
将
来
を
見

渡
せ
る
よ
う
に
な
り
、
若
者
が
夢

国の公共事業関係費は1997年度
の 9兆7447億円をピークにおおむ
ね減少を続け、昨年度は4兆5734
億円まで、半減した。 2010年度は前
年度比18.3%減、 11年度は同13.8
%減、 12年度は同8.1%減と急激
な削減が続いた。

県の公共事業費も国の補助金を

反映して増減するため、ほぼ同様

の傾向。 1996年度の1870億円をピ

ピーク時半減も
政権交代で急増

本県は1.5倍に

公共事業費

歳
の
医
療
費
は
本
来
2
割
負
担
だ

が
、
-
割
負
担
と
す
る
特
例
措
置

を
維
持
す
る
た
め
に
本
年
度
予
算

案
に
1
8
0
0億
円
が
計
上
さ
れ

た
。
対
象
者
に
は
高
額
所
得
の
会

社
社
長
も
い
る
だ
ろ
う
。
半
面
、

現
役
世
代
は
所
得
が
少
な
く
て
も

3
割
負
担
で
あ
り
、
矛
盾
を
感
じ

て
い
る
人
も
い
る
。

生
語
保
護
を
は
じ
め
、
年
金
や

医
療
、
介
護
な
ど
社
会
保
障
は
生

活
に
直
結
し
て
い
る
の
に
、
国
民

の
多
く
が
制
度
に
対
し
て
不
安
や

不
満
を
感
じ
て
い
る
。
今
回
の
生

活
保
護
見
直
し
を
契
機
と
し
て
、

国
民
的
議
論
が
起
き
て
ほ
し
い
。

みやした・ともみつ渋川市生まれ。早大法学

部卒。 1968年に県庁へ入序し、医務課長や保健福
祉部長などを歴任。退職後は県社会福祉協議会長

を6年間務めた。現在は県長寿社会づくり財団理
事長。渋川市白井。第14期 (2005年度)委員。

を
持
っ
て
建
室
乗
に
入
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
ほ
し
い
。

公
共
事
業
費
の
増
額
で
「
初
年

ぶ
り
の
春
が
き
た
」
と
喜
主
戸
も

あ
る
が
、
私
は
そ
う
は
恩
わ
な
い
。

初
年
前
は
工
事
の
結
果
だ
け
が
間

わ
れ
た
が
、
そ
の
後
景
気
が
冷
え

込
み
、
財
政
が
苦
し
く
な
る
と
国

民
の
目
が
厳
し
く
な
り
、
工
事
の

中
身
ま
で
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
建
設
業
者
は
必
死
に
そ
れ
に

応
え
て
き
た
。
予
算
が
増
え
た
か

ら
と
い
っ
て
「
春
だ
」
と
喜
び
、

気
を
緩
め
る
業
者
は
取
り
残
さ

れ
、
努
力
し
続
け
る
業
者
は
生
き

残
る
。
業
界
全
体
が
底
上
げ
と
な

る
時
代
で
は
な
い
。

あおやぎ・たけし沼田市出身。早大大学院

卒。工学修士。前橋工業短大の専任講師を経て、

1981年に沼田土建に入社し、94年から社長。2009
年 5月から県建設業協会長。沼田市西倉内町。
第18期(2009年度)委員。

ークに減少し、2010-12年度は800
億円台前半まで絢刷、された。

しかし、昨年末の衆院選で自公

連立政権が復活して流れは一変。

国はインフラの老朽化対策などを

盛り込んだ12年度補正予算と、 13
年度当初予算を合わせた '15カ月
予算」で、公共事業費に7兆7200
億円余りを計上。本県も1231億円
に急増し、前年度比1.5倍となっ
ている。

取材、構成

東京支社

ii~ヨ~\I'主

772 

小淵紀久男

efij 昌畠

「経済・雇用・社会保障等」をテーマに2013年度政府予算案に
ついて集中審議する参院予算委員会=5月7日

洋一斎藤報道部

本紙コラム「オピニオン」の歴代委員は1000人を超えました。これを機に、 「オピニ
オン1000Jと題した特集紙面を展開しています。歴代委員に紙面に登場していただき、
現代社会が抱える課題について、提言してもらいます。


